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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国では、原油安、ドル高等による悪影響が懸念されるものの、景気は

緩やかな拡大基調が続いており、欧州では回復基調を維持しました。中国及び新興国では経済成長の鈍化が継続しま

した。日本経済は、政府による各種政策等により回復傾向を維持しているものの、個人消費は、中国を中心とした新

興国経済の減速リスクや原油安による物価見通しの下振れ等により伸び悩みました。 

 

当社グループの属する自動車業界では、北米を中心に海外生産は伸びましたが、国内での生産台数は前年並みとな

りました。 

セキュリティ機器業界では、国内の住宅着工件数において消費増税の反動からの回復は期待したほどではありませ

んでした。 

 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は370億51百万円と前年同四半期に比べ、20億94百万円

（6.0％）の増収となりました。利益につきましては、営業利益は12億16百万円と前年同四半期に比べ、６億66百万

円（121.3％）の増益となりました。経常利益は７億68百万円と前年同四半期に比べ、６億69百万円（△46.6％）の

減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、29百万円と前年同四半期に比べ、10億88百万円

（△97.3％）の減益となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①自動車部品事業（日本） 

自動車部品事業（日本）は、主要得意先の自動車生産台数の減少により、売上高は82億７百万円と前年同四半期

に比べ、９億96百万円（△10.8％）の減収、営業損失は９億20百万円（前年同四半期は営業損失９億５百万円）と

なりました。 

 
②自動車部品事業（北米） 

自動車部品事業（北米）は、主要得意先の自動車生産台数の増加により、売上高は105億48百万円と前年同四半

期に比べ、12億円（12.8％）の増収、生産合理化等の効果により、営業利益は５億48百万円（前年同四半期は営業

利益14百万円）となりました。 

 
③自動車部品事業（アジア） 

自動車部品事業（アジア）は、新たにALPHA KOREA Co., Ltd.を連結したことに伴い、売上高は157億95百万円と

前年同四半期に比べ、14億11百万円（9.8％）の増収、営業利益は11億３百万円と前年同四半期に比べ、１億10百

万円（11.1％）の増益となりました。 

 
④セキュリティ機器事業（日本） 

セキュリティ機器事業（日本）は、住宅向け電気錠の販売が好調なこと等により、売上高は52億37百万円と前年

同四半期に比べ２億28百万円（4.6％）の増収、営業利益は３億45百万円と前年同四半期に比べ１億65百万円

（92.4％）の増益となりました。 

 
⑤セキュリティ機器事業（海外） 

セキュリティ機器事業（海外）は、売上高は、21億46百万円と前年同四半期に比べ、３億28百万円（18.1％）の

増収、営業利益は１億２百万円と前年同四半期に比べ18百万円（21.7％）の増益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は543億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億89百万円の

減少となりました。また、有利子負債は前連結会計年度末に比べ、11億77百万円増加し、149億33百万円となりま

した。

流動資産は、現金及び預金が９億79百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が３億31百万円、その他の流

動資産が４億９百万円減少したこと等により、20百万円減少し、286億89百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が10億64百万円減少したこと等により、10億67百万円減少し、256億80百万円となり

ました。

流動負債は、支払手形及び買掛金が４億42百万円減少したこと等により、35百万円減少し、134億40百万円とな

りました。

固定負債は、長期借入金が７億３百万円増加したこと等により、４億92百万円増加し、126億40百万円となりま

した。

純資産は、為替換算調整勘定が10億99百万円減少したこと等により、15億46百万円減少し、282億98百万円とな

りました。

以上により、自己資本比率は前連結会計年度末の52.1％から1.7ポイント減少し、50.4％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の連結業績予想につきまして、平成27年５月12日に公表いたしました連結業績予想に変更はござ

いません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間より、ALPHA KOREA Co., Ltd.は

重要性が増したため、連結の範囲に含めております。また、群馬アルファ株式会社は平成27年10月１日付で当社を

存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,355 7,335 

受取手形及び売掛金 11,076 10,744 

商品及び製品 2,074 2,020 

仕掛品 1,108 1,059 

原材料及び貯蔵品 5,066 4,943 

その他 3,045 2,636 

貸倒引当金 △15 △49 

流動資産合計 28,710 28,689 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,146 5,510 

機械装置及び運搬具（純額） 5,320 4,865 

土地 1,685 1,621 

その他（純額） 4,167 4,258 

有形固定資産合計 17,319 16,255 

無形固定資産    

のれん 906 785 

その他 353 421 

無形固定資産合計 1,260 1,206 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,731 5,568 

その他 2,434 2,649 

投資その他の資産合計 8,166 8,218 

固定資産合計 26,747 25,680 

繰延資産 10 9 

資産合計 55,468 54,379 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,528 5,085 

短期借入金 3,751 4,215 

未払法人税等 343 479 

賞与引当金 425 145 

製品保証引当金 173 171 

事業構造改善引当金 211 120 

その他 3,042 3,221 

流動負債合計 13,475 13,440 

固定負債    

社債 600 480 

長期借入金 7,497 8,200 

退職給付に係る負債 63 64 

資産除去債務 43 42 

その他 3,944 3,852 

固定負債合計 12,148 12,640 

負債合計 25,623 26,081 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,760 2,760 

資本剰余金 2,952 2,952 

利益剰余金 16,894 16,637 

自己株式 △578 △578 

株主資本合計 22,028 21,771 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,253 3,145 

為替換算調整勘定 3,617 2,517 

その他の包括利益累計額合計 6,870 5,663 

非支配株主持分 945 864 

純資産合計 29,844 28,298 

負債純資産合計 55,468 54,379 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 34,957 37,051 

売上原価 29,743 31,090 

売上総利益 5,213 5,961 

販売費及び一般管理費 4,663 4,744 

営業利益 549 1,216 

営業外収益    

受取利息 50 54 

受取配当金 66 69 

為替差益 837 － 

その他 151 155 

営業外収益合計 1,106 278 

営業外費用    

支払利息 138 152 

為替差損   511 

その他 79 62 

営業外費用合計 217 726 

経常利益 1,438 768 

特別利益    

固定資産売却益 104 16 

投資有価証券売却益 184 － 

受取保険金 60 － 

災害損失引当金戻入額 48 － 

事業構造改善引当金戻入額 － 82 

その他 － 0 

特別利益合計 398 99 

特別損失    

固定資産除売却損 1 7 

その他 0 1 

特別損失合計 1 9 

税金等調整前四半期純利益 1,835 857 

法人税、住民税及び事業税 597 587 

法人税等調整額 44 172 

法人税等合計 641 759 

四半期純利益 1,193 97 

非支配株主に帰属する四半期純利益 75 68 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,117 29 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,193 97 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 379 △108 

為替換算調整勘定 309 △1,131 

その他の包括利益合計 689 △1,239 

四半期包括利益 1,882 △1,141 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,795 △1,185 

非支配株主に係る四半期包括利益 87 43 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

自動車 
部品事業 
（日本） 

自動車 
部品事業 
（北米） 

自動車 
部品事業 
（アジア） 

セキュリテ
ィ機器事業
（日本） 

セキュリテ
ィ機器事業
（海外） 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
7,004 9,325 13,289 4,902 434 34,957 － 34,957 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

2,199 22 1,094 106 1,383 4,806 △4,806 － 

計 9,204 9,348 14,383 5,008 1,818 39,763 △4,806 34,957 

セグメント利益

又は損失（△） 
△905 14 992 179 84 365 183 549 

（注）１.セグメント利益又は損失(△)の調整額183百万円は、セグメント間取引消去183百万円であります。

   ２.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

自動車 
部品事業 
（日本） 

自動車 
部品事業 
（北米） 

自動車 
部品事業 
（アジア） 

セキュリテ
ィ機器事業
（日本） 

セキュリテ
ィ機器事業
（海外） 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
6,095 10,524 14,721 5,209 501 37,051 － 37,051 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

2,111 24 1,074 27 1,645 4,883 △4,883 － 

計 8,207 10,548 15,795 5,237 2,146 41,935 △4,883 37,051 

セグメント利益

又は損失（△） 
△920 548 1,103 345 102 1,178 37 1,216 

（注）１.セグメント利益又は損失(△)の調整額37百万円は、セグメント間取引消去37百万円であります。

   ２.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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